
(1) -4, -1, -÷, -÷, 0・4, 2・掌・ 4

(2) -÷ (3) -4・-1 (4)-4と4

Aを基準にすると, B:-3, C:3, D:-2,

E:-4, F:6となる。

(1) 58kg (2) lkg

(3) E (4) 48kg

(1) 6 (2) -7.1 (3) 7 (4) l

(1) -20 (2) -2 (3) 200

(1) 16 (2) 8 (3) -12

(4)繋(5) -革

②

(1) -2㍉12鴨g (2)署

(3) -8α3b (4)筆一鋤2

(5) 2鴨2-掲十3g2

(1) ab十〇(個) (2)喜九品(g)

(3)言十号(時間)

(1) -2 (2) 26

(3) -47 (4) -16

食塩の量 0.05鴨(g)

食塩水の量 工十ひ(g)

圏 α二 漢重量

で十g

(1) 3g-300 (円) (2) ∬-g (円)

(3) (1)=(2)とおく。 圏 ∬二4g-300

みかん1個の値段は

30葛(30×0.1I))=3(10-p) (円)

りんごも同様に計算すると,代金は

3(10-少)ェ十4(10-ク)g (円)

圏 a二1000-3(10-p)∬-4(10-p)g

a十6b (点)
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(1) 2こか-2 (2) ∪}∴ “ (3)

(1) -喜郎(2) 2彫

(3)昔珂2 (4) -2b

(1) 2α-8b (2) 2α2+α-8

(3) 2.場-U (4) 3∬2g-2裏が

(l) -3∬十5 (2) 2」だ-3g十5之

《∴∴へ ′(、 8∬-7 lへ、 8α-3b
⊥’ ‾の ‾ り

6
∪′

12

(1) 2a (2) 5α十3b (3) -2α十2b

(1) (円の÷-直角二等辺三角形)×2

こ(‡a2-÷a2)×2 国華-a2

(2)乃a2-乃b2

(1) (iii) (2) (i) (3) (iv)

(l)鴨二17 (2)鴨二〇4 (3) ∬二〇27

(4圧二-÷ (5) ㌍6 (6) m二〇1

(1)鴨=2 (2) t二7 (3) g二4

(4)鴨=11 (5)種二-4

(1)に0 (2吊=-昔(3)に-4

(4) ∬二-2 (5) ∬=-10

(1) α=雷(2) a二3

田;(1) 4α-3二2刷・十25 (2) 14

積みたてる月数をェとすると

3(10000十500L)=50000十100C厄

園 40か月後

十の位の数字をaとすると,一の位の数字は

(9-a)だから10(9-a)十a=10a十(9-a)十9

a二4から,一の位の数は5 圏 45

(1)生徒の数をェとして方程式をたてる。

3ユー12=2鴨+23 圏 35人

(2) 2×35十23二93 圏 93枚

蒸発させる水を鴨gとする。

(200〇両詰=200×富 国75g

定価をェ円とすると2割引きは 0.8二軍円

0.8鴨-1000=1000×0.12 園1400円

回

団

(1) ∬二2, g二3 (2) α二一4, g二6

(3) ∬=-1, g二〇3

(1) ∬二1, U=-2 (2) ∬二6, g二〇8

2鴨十g=-3, 3ェ+2ひ二〇4の2式より

鴨=-2,ひ=1 ……①

①をaユ十bひ=-1, 2aユ十3bu=3に代入して

求める。 圏 a二3, b二5

みかんをェ個,りんごをひ個とする。

鴨十g=12 園 みかん8個,

3(厄十50g=440 りんご4個

食塩の量 0.05鴨+0.08ひ二250×0.068 ……①

食塩水の量 エ十g=250 ……②

(D, ②を連立して解く。

圏 5%の食塩水100g, 8%の食塩水150g

高速道路をユkm,一般道路をgkm走ったと

する。

鴨十ひ=250
圏 高速道路220km,

景十菩こ3・5
一般道路30km

(l) g二‾吾(2) 3

(1)g霊(2)÷

(1) g二80∬ (2) u=

(3) u二50-5鴨

(1)ア4・5 イ5 (2)g=寧

(3) 15cm2 (4) 3cm

4≦鴨≦12では,裏口ま△APQの高さを,さ月ま

底辺を表す。

(1) 6g÷2二12 圏 g=4

(2) 12ひ÷2二12 園 g二2

(3) 4≦ェ≦18の範囲の値をとり得るが,

12≦ユ≦18では, gはつねに2でェ,かま反比

例関係にない。 圏 4≦∬≦12

(4) g二言

とそのク

田

園 1
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ア
イ
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g二3∬十5

(2) g二÷い3

(3) g二葦十3 (4) u=2㍉l

(5) a二〇÷で(4・葛÷)をひ=-÷㍉b

に代入して,b=÷ 圏g二〇÷㍉‡

(1)-÷ (2) 2

(3) P(-3・掌)・ Q(-3, -1)よって・

PQ=掌-(-1)=号

右の図で,線分AC

を線分ABにそっ

てAB分だけ平行

移動した線分をBDl

とすると,四角形

ACDIBは平行四辺

形となる。 D,(5, 2)

(△APCをAB分,

圏10.5cm
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つまり右へ6,上へ3移

動して, △BQD,をつくると考えてもよい。)

同様にして,点D2, D3も定まる。

圏(5,2), (-7, -4), (-1,6)

(1), (2)右図

グラフをかいて(図略),

その交点を求める。

(1)鴨=1, g二2

(2)鴨二6, g二2

まず, ①, ②, ③を連

立して,それぞれ交点の座標を求める。

(1) (3,3) (2) (-3,-1)

(3) B(2, -1)で, BA〃CD, BA=CD

AはBから右へ1,上へ4進んだ点だから,

CからD(-3+1, -1十4)

(4) g=-鴨十1

(1) g二-÷㍉6

圏(-2,3)

(2) Pの座標(a・ 〇号a十6)

△PEFの底辺EF二2,高さ a

圏 △PEF=α

△PCDの底辺CD=4,高さ
ー÷a十6

圏 △PCD=-3α十12

(3) (2)より -3a十12=a よって, a=3

g=-÷×3+6二÷ 圏(3, ÷)

解がなかったということは①, ②は平行かま

たは一致したことになる。①は(1, -2)を通

らないから,この場合は①〃②である。

よって・2二一号より
a=-2b ……③

また②は(1, -2)を通るから

a-2b二4 ……④

③, ④より, b=-1, a二2

圏 α二2, b二〇1

(2)ア 0 イ 同じ(等しい)

団 AB, ACの垂直二等分

線の交点を0とする。

点0は3点A,B,Cか

ら等距離にある。 B輩c


